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・

　

　

　

李

等
,院

の

装

飾

模

様

に
麟

き

て

七
、装

飾

の
,色

彩

八
、装

飾

の

歴

史

的

研

究

九
、結

論

'

亀

.
一

」

　

　

　

　

一
、平

等

院

の

歴

史

上

に

於

け

る

位

置

}
　

我

国

建

国

以

来
、今

日

に

至

る

迄

現

れ

来

れ

る

美

術

の
潮

流

は
、常

に

一
張

一
弛

～
あ

り

と

錐
、其

一
時

代

を
経

過

す

る
毎

に
、必

ず

初

登

時

代
勺
ユ
民
音
⑦
〉
鵯
、青

春

時

代
Ω
。写

　
9
>
αq。、
堕

落

蒔

代

U
§
牙
コ8
の

三

時

期

を

経

来

れ

る

を

見

る
u而

し

て
其

一
時

代

が

』
堕

落

老

衰

の

時

代

よ

り

再

び
初

登

青

春

の
時

代

に

蘇

生

し

新

な

る

生

命

を

得

る

一
に
は
、常

に

外

画

藝

術

の

刺

戟

に

よ

れ

る

こ
と
、世

界

各

国

と

其

規

を

一
に

す

る

を

一
還

る

べ

し
◎我

國

の

眞

の

藝
衛

は
、推

古

時

代

を

以

て
真

祝

登

時

代

と

見

る

べ

く
、三

　韓

と

の

交

通

の

結

果
、始

め

て

推

古

時

代

を

現

出

し
、其

藝

術

の

風

明

に

大

陸

の

風

　　　　　　　　　1
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潮

を
番

ぶ

。法

権

寺

に

蔵

せ

る

諸

佛

器

玩

を

見

れ

ば

希

膿
、印

度
、安

息

の

影

響

を

察

知

す

る

に
難

か

ら

ず
。次

に

天

智

の
時

代

は

所

謂

過

渡

期

に

し

て
、次

の

天

亭

時

代

ρ
精

華

の

基

を

作

成

せ
り
。和

銅

養

老

の

時

代

即

ち

藥

師

寺

創

立

の
時

代

は

此

期

に
、し

て
、其

標

準

的

作

品

は

有

名

な

る

西

の

京

藥

師

寺

藥

師

三

尊

即

ち

是

な

り
。天

半

期

に

入

り

て

は
、宗

敏

熟

盆
、熾

と
な

り
、上

は

天

皇

よ

り

下

は

庶

民

に

至

る

ま

で
、

一
意

佛

敏

の

弘

布

に

つ

と

め
、聖

武

天

皇

の
如

き

は

自

ら

三
寳

の
奴

と

稽

し
、彼

の

東

大

寺

講

堂

大

佛

殿

の

建

築

の
際

に

は
、自

ら

鍬

を

手

に

し

て

其

基

礎

の

一
部

に

御

手

を

下

さ

れ

た

る
事

さ

へ
も

あ

り

と

い

ふ
。か

＼

る

宗

教

の
興

隆

に

つ
れ

て
、文

學

の

隆

盛

を

い

た

す

は
、自

然

の

数

に
し

て
、萬

葉

集

の

ご

と

き

以

て

其

謹

と

な

す

べ
し
.且

つ
此

期

は

唐

と

の

交

通

甚

だ

盛

に

し

て
、唐

の

文

物

の

我

国

に

入

る

も

の

甚

だ

多

く
、我

が

制

度

文

物

は

勿

論
、日

常

の

衣

食

住

に

至

る

ま

で
、執

れ

も

唐

風

に

準

じ
、甚

し

き

は

都

市

の

設

計

に

至

る

ま

で
、規

を

唐

の

長

安

洛

陽

.に

と

る

に

至

れ

り
。加

之

常

時

の

宗

教

は

花

々
し

き

儀

式

を

有

す

る
華

嚴

宗

に

し

て
、
一
般

の

風

物

　

　

　

　

李
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴬



　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

～　
　
　
　

苧
等
院
の
装
飾
模
様
に
蕊
き
て
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
國

蒸

く
華

麗

の
風

を
蒙

、奈

良

の
都

の
内

外

は
、高

塔
林

立
、梵

唄

の
霧

期

と

し

て

爵

夜

を

分

た

ず
、唐

風

に

盛

装

せ

る

子

女

奈

良

の

街

を

練

り

行

く
様

想

像

も

及

ば

響

る

べ

し
.此

期

の

有

様

を

想

像

す

べ
き

は
、奈

良

の

都

の

規

模
、東

大

寺

の

伽

藍
、正

妻

院

の

寳

物
、三

月

堂
、戒

壇

院
、新

藥

師

寺

等

の

諸

佛

像

こ

れ

を

語

り

て
絵

あ

む
.此

壽

期

は

即

ち

我

国

藝

術

史

の

第

顛

極

盛

時

代

"
①§

呈

槻
ゆ
に

し

て
・其

極

国

力

を

へ
清

托

す

る

と

こ

ろ

あ

り
、途

に

桓

武

の

世

に

至

り
、其

反

動

と

し

て

遣

唐

使

を

摩

し
・

属

寺

の

建

立

を

制

限

し
、
一
時

美

術

の
登

達

を

阻

害

せ

し

も
、人

生

の
要

求

は

か

く

す

如

き

入

爲

的

制

裁

の

力

に

よ

り

て

制

し

得

べ
き

も

の

に
あ

ら

ず
・是

に
於

て

か

翼

裁

祷

の
賂

は
、遂

に
我

國

民
を

騙

り

て
、自

己

の
意

匠

を
以

て
、葦

の
藝
術

{
と

當

時

の

要

求

を

調

和

せ

し

め
、大

和

民
∴族
猫

創

の

藝

術

に

化

せ

し

め

た

り
・こ
れ

錦

ち

世

に

藤

原

式

と

稽

す

る

も

の

に

し

て
、今

日

述

べ
む

と

す

る

雫

等

院

は

實

に

{
此

時

期

に
於

け

る
模

範

的

代

表

物

な

り
。

{　

此

時

代

は

諸

般

の
藝

術

執

れ

も

進

歩

せ

る
時

代

に

し

て
、檜

謁

彫

刻

大

に

襲

蓬

{

　　　　　　　　　　　　　　　　謂
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し
、建

築

の

術

に

於

て

も
、前

期

の

如

き

陪

唐

の

直

濡
の
時

代
を
脱
し
、其
中
。℃。a
8
及
U
φ

5
一一に
於

て
、非

常

に
繊

細

な

る

技

術

を

弄

し

た

る

の

形

跡

あ

り
。絶

讃

に

於

て

も
、其

線

條

の
曲

率

の

饗

化

を

増

し
、其

色

彩

も

亦

前

期

の

如

き

簡

軍

な

る

配

色

を

以

て

満

足

せ

ざ

る

に

至

れ

り
。常

時

京

洛

の

風

俗

淫

靡

柔

弱

に
流

れ
、遊

戯

の

種

類

甚

だ

多

く
、連

日

連

夜

の

宴

に

倦

め

る

雲

上

人

は
、近

畿

の

山

野

に
遣

遽

し
、財

あ

る

者

は

到

る

と

こ

ろ

に

別

室

を

築

き

て
豪

奢

を

競

ひ
、こ
れ

が

た

め

藝

術

は

非

常

な

る

進

歩

を

遂

げ

た

り
。中

に

も

宇

治

の

地

は
、京

都

奈

良

の

中

間

に

當

り
、山

あ

り

築

地

あ

り
、宇

治

川

其

間

を

流

れ
、其

風

景

の

明

媚

な

る
、能

く

當

時

の

風

雨

に

合

し

た

る

を

以

て
、京

洛

め

紳

士

此

に

別

塁

を

築

く

者

頗

る

多

く
、今

日

な

ほ

御

所

跡
、月

見

毫

の

名

残

を

止

め
、平

等

院

の

如

き

も

亦

其

遺

物

に

し

て
、千

古

の

今

日

よ

く

當

時

の

風

物

を

語

り

つ

＼
あ

り
。又

遊

興

娯

楽

の
方

法

に
至

り

て

も
、能

く

當

時

砂

氣

質

を

あ

ち

は
し
.何

等

勤

健

の

風

を

帯

び

ず
、相

撲

賭

弓
、競

馬

等

は

僅

に

其

面

影

を

止

む

る

の

み
.に

し

て
、管

絃

、蹴

鞠

.絡

合

、歌

合

、貝

合

、香

合

等

悉

く

女

性

的

の

趣

味

に

走

り
、建

　

　

　

　

挙
等
院
の
'装
飾
模
様

に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

麟

:

　
'



、,

亡

.麹

轍
,構

一

儀

一
,
電

量
一

越一

　

　
,

　

　

　

　

　

苧

等

院

の

装

飾
模

様

に
就

吾

て
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
六

　

～
築

装

飾

の

如

き

も
、悉

く

女

性

的

の

風

を

帯

び
、英

国
も
§

ぎ
コ
は
全

く

軟

弱

と

な

り

了

噌
れ

り
。而

し

て

當

時

の

建

築

は
、執

れ

も

構

造

の

堅

牢

を

度

外

観

す

る

風

あ

⑳

し

か

一
ぱ
、之

に

施

せ

る

装

飾

も
、後

世

に

残

り

し

も

の

甚

だ

少

く
、只

少

数

の

遣

物

に

よ

り

て

こ

れ

を

徴

す

惹

に
、軟

弱

な

る
団
×
嘆
①
鼠
8
の

内

に
、極

め

て

深

き

美

的

研

究

の

跡

あ

」
り

て
、後

世

の

企

及

し

得

べ

か

ら

ざ

る

美

鮎

を

止

め

た

り
。且

つ

此

期

に

於

て
、種

々

の

装

飾

的

加

工

法

の

豊

明

あ

り
、改

良

あ

り
、種

々

の

新

機

軸

の

装

飾

を

施

せ

る

あ

一
り
。即

ち

是

等

加

工

法

に

於

て

は

時

給

、螺

釦
、楳

漆

平

文
、塵

地
、沃

懸

地
、金

銀

の

彫

刻

　㎝
壁

書
、板

絡

の

技

術

は
、外

國

に

比

し

て

少

も

遜

色

あ

る

を

見

ず
。而

し

て

此

時

代

に

一
於

け

る

建

築

装

飾

の
後

世

に
残

り

し

は
、多

く

は

佛

寺

な

り
。佛

寺

は

多

く

は

邸

宅

の

風

を

帯

び
、所

謂

寝

殿

造

を

ま

な

び
、其

構

造

材

料

繊

細

な

る

を

尊

び
、攣

化

を

喜

一
び
、屋

蓋

は

好

ん

で
檜

葺

を

用

ひ
、外

部

は

塗

る

に

丹

皇

を

以

て

し
、室

内

は

多

く

は

二
極

彩

色

の
装

飾

或

は

漆

を

施

し
、時

と

し

て

は

璽

壁

上

に
、所

謂
即
。ω8
を

以

ズ

給

を

一
描

き

た

る

も

の

あ

り
。

　 軸逐一



此

時

期

の

遺

物

と

し

て
装

飾

を

有

す

る

主

な

る

も

の

は
、實

に
左

の
七

建

築

な

り
。

　

一
、醍

醐

寺

五

重

塔

　

天

暦

五

年
(日
本

紀

元

一
六

一

一
)落

成
、理

源

大

師

の

創

立
、

　

　

宇

治

郡

醍

醐

村

に

あ

り
。

　

二
、法

界

寺

阿

彌

陀

堂

　

永

承

年

間
(
一
七

〇

六
)建

立
、日

野

左

中

辮

費

業

の
建

立
、

　

　

宇

治

郡

醍

醐

村

字

日

野

に

あ

り
。

　

三
、三

千

院

極

楽

院

　

寛

和

元

年
(
一
六

四

五
)花

山

天

皇

の

勅

願

に

よ

り

恵

心

曾

　

　

都

こ

れ

を

建

つ
。愛

宕

郡

大

原

村

に
あ

り
。外

部

は

後

世

の
も

の

な

る

も

内

部

　

　

の

装

飾

は

純

藤

原

式

な

り
。

　
四
、興

幅

寺

三

重

塔

　

康

治

二
年
二

人

〇

三
)待

賢

門

院

の

願

に

よ

り

建
立
、外

部

　

、
及

び
装

飾

と

も

に

藤

原

の

形

式

を

存

す
。

.
五
、李

等

院

阿

彌

陀

堂
(風

凪

堂
)　

永

承

七

年
(
一
七

一
二
)宇

治

關

自

頼

通

の

別

荘

　

`
を

改

築

し

て

寺

と

な

せ

る

も

の

な

り
。久

世

郡

宇

治

に

あ

り
。

　
六
、浄

瑠

璃

寺

　

永

承

二

年
(
一
七

〇

七
)曾

義

明

の

再

興
、南

山

城

相

楽

郡

富

尾

に

　

　

　

　

李
等
院
の
装
飾
模
襟
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
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孕

等

院

の

装

飾

模

様

に

就

き

て

　

　

あ

り
。

　

七
、中

尊

寺

金

色

堂

及

経

蔵

　

天

仁

二

年
(
一
七

六

九
)創

立
、陸

中
西

岩

井

郡

平

泉

　

　

に

あ

り
。

　

以

上

現

存

せ

る
七

建

築

物

申
、最

も

古

き

も

の

は

醍

醐

五

重

塔

に

し

て
、最

も

新

へ
し
き

は

興

福

寺

三

重

塔

な

り
。而

し

て

平

等

院

は

此

二

者

の

中

間

に

位

し
、七

建

築

物

申

第

五

に

位

す
。即

ち

平

等

院

は
、藤

原

時

代

中
、装

飾

の

最

も

健

全

に
登

達

せ

る

一
時

期

に

於

て

現

れ

た

る

も

の

と

い

ふ

べ
き

な

り
。

　　
　
　
　

二
、孚

等

院

の

歴

史
i
-
平

等

院

の

阿

彌

陀

堂

と

は

{　

　

　

　

如

何

な

る

建

物

な

る

か

　

宇

治

李

等

院

風

凪

堂

は

久

世

郡

宇

治

郷

に

あ

り
。開

白

頼

通

の
建

立

に

か

＼
る
。

・此

地

朝

日

山

と

稚

し
、宇

治

川

の

西

に
位

し
、風

光

佳

絶
、も

と
源

融

此

地

を

相

し

て

一別

荘

を

建

設

し
、陽

成
、宇

多
、朱

雀

の

三

帝

展

御

幸

あ

ら

せ
ら

れ

た

り

と
傳

ふ
。爾

後

↑績

通

に

至

て

是

を

寺

に
改

め
、永

承

七

年

佛

像

を

安

置

し
、入

牢

阿

彌

陀

堂

を

建

て
、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿ン磁瓶幽 軸 直一



定

朝

を

し

て

阿

彌

陀

佛

像

を

造

ら

し

め
、其

内

に

安

置

し
、開

眼

の

供

養

を

な

せ

り
.

其

儀

式

の

荘

厳

な

る
、古

今

無

双

と

稽

せ

ら

る
。
こ

れ

即

ち

風

凪

堂

な

り
。其

コ
、
コ

は

東

に

面

す
鳳

風

飛

行

の

形

に

法

る

と

い

ふ

は
、後

世

の

附

會

の

説

に

し

て
、當

時

の

住

宅

の

形

式

に

基

き

し

も

の

に

外

な

ら

ず
.屋

根

は

瓦

を

以

て

葺

き
、其

上

に

銅

鳳

を

置

く
・史

上

に

は

風

に

つ
れ

て

動

く

と

あ

る

も
、今

日

は

釘

付

に

て
、約

十

六

貫

目

の
重

量

を

有

す

れ

ば
、到

底

動

き

得

る

も

の

と

想

像

す

る
を

得

ず
.堂

の

内

部

は
、至

る

ど

こ

ろ

に
装

飾

を

施

し
、欄

間

に

五

十

三

佛

を

か

け

て
、雲

中

供

養

の
禮

に
象

り
、

四

壁

に

繹

遡

入

相

成

道

の

禮

相
、扉

に

は

浄

土

九

・印
の

圖

を

描

,、
.こ
れ

等

の
緯

は

凡

て

絶

所

長

者

宅

麿

爲

成

の
書

に

し

て
、爲

成

頼

通

の

命

を

受

-

る

や
、
百

に

し

て
完

成

す

と
傳

ふ
。扉

の

色

紙

形

の

観

無

量

壽

経

の

文

は
、常

時

の
能

書

左

大

臣

源

俊

房

の

書

な

り

と

傳

ふ
。

卒

等

院

創

立

の
當

初

は
、寺

の

記

録

に

よ

れ

ば
、阿

彌

陀

堂
(無

量

壽

院

と

い

ふ
)経

堂
(釣

殿
)金

堂
、三

重

塔
、講

堂
、鐘

縷
、東

法

華

堂
、西

法

華

堂
、北

楼

門
、五

専

掌

南

大

門
、西

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

九

　

　

　

　

苧
等
院
の
装
飾
模
様

に
就
き
て



　 二雄一鞭

護
照
馨
藁
-・醤
璽

敬葛

　　
篭

　

　

　

　

　

卒
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
〇

一
大

門

の

諸

建

築

あ

わ
。文

壇

鏡

に

よ

る

も
、鐘

縷
、観

音

堂
、圓

堂
、寳

藏
、経

藏
、多

賓

塔
、不

嚇
動

堂

、五

大

堂
、法

華

堂

等

非

常

に

多

く

の

堂

宇

あ

り

し

が

如

き

も
、今

日

現

存

す

る

一
は
、僅

に

阿

彌

陀

堂

及

び

経

蔵

に

過

ぎ

ず
。其

他

の

堂

宇

は
、寺

院

に

蔵

す

る

と

こ

ろ

。
の

古

圖

に

よ

り
、略

其

位

置

を

推

定

す

る

に
、北

は

棋

島

村

を

界

と

し
、西

は

宇

治

町

一
全

部

を

境

と

せ

る

が

如

し
。即

ち

北

楼

門

は

宇

治

橋

西

陣
、南

大

門

は

浄

土

院

の

南

野

径

中
、西

大

門

は

町

の

西
、今

日

の

停

車

場

の

位

置

に

あ

り

し

如

し
。

　

衣

に
創
立

の
畳
出
時

よ
-
含

に
至

る
ま

歪

ハ
火

の
磐

蒙
り
し
姦

異

書

算
し

き

も

の

を

塞

ぐ

れ

ば
、(
ご
治

承

四

年

五

月
、源

頼

政

寡

兵

の

時

、諸

堂

焼

失

し
、(二
)壽

・
永

年

間
、源

義

経
、(三
)建
武

二

年
、楠

正

成

こ

れ

を

焼

き

べ
四
)元

亀

元

年

に

は
、村

民

置

酒
、

・
爲

に

釣

殿

を

焼

き
、(五
)元

禄

十

一
年

に

は
、怪

火

西

大

門

及

楼

門

を

焼

き
、今

日

は

僅

一
に

経

藏

と

阿

彌

陀

堂

と

を

残

せ

る

の

み
。

　

然

ら

ば

此

二

建

築

の

内
、阿

彌

陀

堂

即

ち

烈

風

堂

は

如

何

な

る

経

歴

を

有

す

る

』か
。今

修

理

の

記

録

を

見

る

に
、(
一
)明

磨

二

年

城

轡

中
興

、(
二
)享

禄

四

年
、(三
)元

亀

年
闘
、

{

　 　ぞ
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(四
)慶

長

三
年

、(五
)慶

長

七
年
、(六
)延

寳

三
年
、(七
)元

禄

二
年
、(入
)寛

文

十

一
年

、数

回

の

修
、

理

を

重

ね

し

上
、明

治

に

入

り

て

も
、(九
)十
四

年
、(十
)廿

二

年

、(十

】
)三

十

六

年

一

三

十

九

年

の

三

回

の

修

理

あ

り
、其

結

果

多

少

形

式

の

攣

化

あ

り

し

は

疑

ふ

べ

か

ら

ず
。

　

　

　

　

三

、.乎

竺
寸
院

装

飾

の

加

工

法

　

次

に

平

等

院

の

装

.飾

を

観

る

に
、装

飾

は

主

と

し

て

内

部

に

多

く
、外

部

に
少

し
。

今

其

装

飾

を

施

せ

る

位

置

を

観

る

に
、外

部

に

於

て

は
、入

母

屋
、蔓
、壁
、種
、及

び

梁

鼻
「

支

輪

蓋

等

、執

れ

も

装

飾

を

施

さ

れ
、内

部

に

於

て

は
、殆

ど

装

飾

を

以

て

満

た

さ

れ
、

床

板

を

除

け

ば

皆

装

飾

な

り
。欧

羅

巴

の

建

築

に

は
、凡

て

床

板

に

装

飾

を

施

す

も
、

日

本

の

も

.の

は

然

ら

ず
。平

等

院

の

装

飾

も
、床

板

を

除

け

ば
、壁
、柱
、天

井

執

れ

に

も

装

飾

を

施

し
、其

内

主

な

る

も

の

は
、柱

の

装

飾

な

り
。即

ち

内

部

に

於

て

は
、柱

、方

立
、

貫
、長

押

、無

目

天

井
、化

粧

種

、橿

問

天

井

、科

棋

、扉

、虹

梁
、須

彌

壇

、天

蓋

は

執

れ

も

装

飾

を

以

て

満

た

さ

れ

た

り
。

■

然

ら

ば

是

等

装

飾

の

加

工

法

の

種

類

に

は
、如

何

な

る

も

の

あ

る

と

い

ふ

に
(
一
)

　

　

　

　

卒
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
毫
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
』

.
　

塾



が
　

　

　

も

く

ぬ
　

　

　

ま

雌　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

φ　

　

艶
か▽

　
　

　

蘂

院
の
器

模
讐

就
ミ

　

　

　

　

　

　

　
三

塗

叢
是
は
閏　
8
ω§
.
に
し
て
、外
陣
後
部

橦
聞

及
び
外
部
肇
壁
に

施

さ
匙
三

板
書

皿
は

柱
、羽

目
、天

井
、長

押

、貫

、方

立
、極

、支

輪

蓋

の

上

に

書

か
れ
、(三
)楳

漆

は

須

彌

壇

の

上

、
に

施

さ

れ
、(四
)螺
釦

は

須

彌

壇

及

天

蓋

に

は

め

ら

れ
、(五
)彫

刻

は

藤

原

式

の

薄

肉

透

　
彫

勺
醇
6a

"
魯
駄
に
し

て
、天

蓋

及

釘

隠

に

施

さ

れ
、(六
)箔

押

は

天

蓋

に
、(七
)金
馬

透

彫

は

一
権

鼻

金

物

に
、(入
)金

馬

象

眼

は

扉

の

金

具

に
、(九
)金

属

毛

彫

は

扉

八

双

に

施

さ

れ
、爾

へ
ほ
(九
)寳

石

の
使

用

、(十
)鏡

の

使

用

せ

ら

れ

た

る

と

こ

ろ

あ

り
。

～

今

こ

れ

等

装

飾

加

工

法

に

就

き

て

説

明

せ

む

に
、

　　

　

一
、壁

書

　

凡

そ

壁

書

に

は

二

種

あ
り
、
一
を

午
①
・・8

野
8
。
他

を

犀
①
。・8

<
①8
。
と

い

義

紆
『⑦ω8

野
8
・
は

伊

太

利

に

盛

に

行

は

れ
、濡

れ

た

る

壁

に

水

彩

に

て

書

く

な

り
。即

ち

　謁

は

漆

喰

と

同

時

に

か

は

き
、漆

喰

の

色

と

混

じ

て

面

白

き

調

子

を

生

ず

単
①
8
。

"<
9
8

は

乾

き

た

る

壁

の

上

に

書

く

も

の

に

し

て
、日

本

の

壁

書

は

執

れ

も

此

種

に

属

し
、不

等

院

の

も

の

即

ち

之

な

り
。壁

書

の

下

地

は
、所

謂

網

代

と

構

七
、巾

二

寸
、長

"三

尺
、厚

一
分

位

の

檜

の

板

を

以

て
網

代

に

組

み

た

る

表

面

に
藁

を

混

じ

た

る

泥

縄

.
、
」

　 　 　 一　 　 一　 函臨一一



土

層

約

五

分

を

塗

り
、其

上

に

石

灰
、苧
、海

苔

を

混

じ

た

る

漆

喰

を

塗

り
、其

表

面

に

彩

色

と

膠

と

を

混

じ

た

る

も

の

を

以

て

彩

書

を

描

け

り
。其

手

法

極

め

て

粗

に

し

て

輪

廓

を

も

と

ら

ず
、勢

に

ま

か

せ

て

描

き

た

る

も

の

＼

如

し
。叉

彩

色

は

七

百

年

殉以

上

を

経

た

る

今

日
、僅

に

さ

め

た

る

位

な

れ

ば
、鑛

物

性

の

絵

具

な

り

し

な

ら

む
、

　

二
、板

書

　

に

は

種

々

の

種

類

あ

り
。平

等

院

の

板

書

に

も

二

種

の

別

あ

り
。
一
は

板

を

削

り
、黒

漆

を

塗

り
、其

表

面

に

胡

粉

入

の

彩

色

を

以

て

珍

書

を

描

け

り
。寒

暖

に

よ

る

収

縮

度
、及

び

灘

氣

の

吸

収

度

に

於

て
、漆

と

胡

粉

と

異

る

を

以

て
、表

面

の

檜

具

は

剥

落

し

て
、漆

の

み

付

着

す

。此

種

の

板

書

は

柱

及

び

板

羽

目

の

加

工

法

に

し

て
、非

常
.
に

破

損

し
、昔

の

面

影

な

し
。第

二

種

は

木

地

に

薄

墨

の

輪

廓

を

書

き
、其

上

に

白

垂

を

塗

り
、其

乾

き

し

上

に

朱

の

輪

廓

を

書

き
、こ

れ

に

彩

色

を

施

す

な

り
。

此

程

の

加

工

法

は

長

押

、方

立
、天

井
、扉

に

施

さ

れ
、此

程

の

板

書

は

容

易

に

は

げ

ず
。

李

等

院

の

檜

の

今

日

に

残

り

し

者

は
、多

く

此

方

法

に

よ

れ

り
。今

此

二

種

の

板

謁

を

比

較

す

る

に
、第

一
種

の

方

法

は
、細

密

な

る

檜

書

即

ち

自

在

書

的

緯

書

を

描

く

　

　

　

　

率
等
院
の
装
飾
模
様
r
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　=
昌



　

　

　

　

華
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一四

べ

き

下

地

に

用

ゐ

ら

れ
、第

二

種

の

方

法

は
、模

様

的

檜

書

を

描

く

べ

き

下

地

に

用

一
ゐ

ら

れ

た

る

が

如

し
。然

れ

ど

も

扉

の

絶

は

第

二

種

の

方

法

に

よ

り

て

捕

れ

た

り
。

　

三

、楳

漆
　
　
に

も

梨

地

と

卒

塗

と

の

二

種

あ

り
。梨

地

は

漆

の

中
.に

金

粉

を

入

れ

た

る

も

の

な

り
。平

等

院

の

梨

地

は
、足

利

以

後

の

も

の

と

異

り
、粗

き

金

粉

を

用

ゐ
、

}
金

粉

の

分

・量

も

少

く
、所

謂

塵

地

と

稽

す

る

も

の

な

り
。孚

塗

は

色

稽

褐

色

を

帯

び

た

る

も

の

と
、純

黒

色

の

も

の

と

あ

り
。須

彌

壇

は

塵

地

に

し

て
、黒

色

な

り
。褐

色

卒

　塗

は

天

蓋

の

小

天

井

に

之

を

施

し
、錆

塗

の

儘

と

な

し
、上

塗

を

施

さ

ず
、黒

色

卒

塗

　
一は

第

一
種

の

板

識

の

下

地

に
使

用

せ

ら

る
。英

法

の

厚

さ

納

入

厘

内

外

な

り
。

　

四
、螺

釦

　

こ
れ

は

藤

原

時

代

に
多

く

用

ゐ

ら

れ

た

る

も

の

に

し

て
、夜

光

貝

の

薄
片

を

切

り
覧て

彫

刻

し
、こ
れ

を

本

地

に
箸

入

し

て

膠

着

せ
し

め
、其

上

に

楳

漆

を

β施
し

た

る

後
、磨

き

出

し

た

る

も

の

な

り
。夜

光

貝

は

極

め

て

小

さ

き

も

の

な

れ

ば

大

片

の

眞

珠

層

を

と

る

事

頗

る

困

難

な

り
。季

等

院

に

は

長

さ

二

寸

位

程

の

大

さ

φ

・も

の

あ

り
.厚

さ

は

凡

そ

一
分

内

外

に

し
そ
、色

は

す

べ

て
純

白

な

り
頁

の

表
面

　 ゑ♂一



に

は
ふ毛

彫

を

施

し

た

る

も

の

と
、然

ら

ざ

る

も

の

と

あ

り
。天

蓋

の

も

の

は

無

地

な

れ

ど

も
、須

彌

壇

の

も

の

は

毛

彫

を

施

し

た

り
。

　

・五
、彫

刻
　
　
平

等

院

の

彫

刻

は
、透

彫

即

ち

℃
鐸
。窪

力
①
一或

に

し

て
、檜

の

薄

片

を

用

ゐ

、之

を

透

し

て

彫

刻

し
、よ

く

薄

肉

を

以

て

其

凸

凹

の

意

味

を

表

せ

り
。其

最

も

優

秀

な

る

も

の

は
、天

蓋

の

中

央

及

其

垂

に

し

て
、天

井

中

央

の

虹

梁

の

根

管

も

亦

よ

く

其

特

色

を

獲

挿

せ

り
。

　
"
六
、箔

押

　

こ

れ

は

木

彫

の

上

に
、漆

を

以

て

金

箔

を

張

り

付

け

た

る

も

の

に

し

て
、金

箔

比

較

的

厚

く
、恰

も

黄

金

の

薄

板

の

如

き

感

あ

り
。金

箔

が

上

よ

り

落

ち

来

る

勢

を

見

て

も
、其

厚

き

を

知

る

に

足

る
」
大

抵

・
万
ミ

リ

位

な

り
。天

蓋

中

央

飾

、及

び

同

b

く

垂

れ
、天

井

虹

梁

の

根

管

等

に

此

方

法

を

施

し

あ

り
。

　
七
、金

屑

透

彫

　
　
金

属

透

彫

の

材

料

は
、青

銅

に

し

て
、厚

薄

二

種

あ

り
。厚

き

は

約

二

分

位

に

し

て
、薄

き

は

五

厘

位

の

も

の

あ

り
。厚

き

も

の

は
、鋳

造

の

後

、鑑

を

以

て

仕

上

げ

た

る

も

の
'
＼

如

く
、薄

き

は

輩

に

タ

ガ

、不
を

以

て

切

り

抜

き

た

る

如

し
。厚

　

　

　

　

亭
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
碁
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一五



懸

覇
　　欝
　り

　.経

費

を

要

し
、扉

止

め

の

金

具

の

如

き

は
、
一
個

三
十

五

圓

を

値

す
。金

属

象

眼

を

用

　

　
ゐ

あ

る

は
、扉

止

め

金

具

及

び

同

閂

を

側

柱

に

連

結

す

べ

き

受

金

物

な

り
。

　

九
、金

属

毛

彫

　

是

は

細

き

タ

ガ

ネ

を

以

て
、青

銅

の

表

面

に

彫

り

た

る

も

の

に

・
し

て
、扉

八

双

金

物

に

こ

れ

を

使

用

せ

り
。

〔
　

十
、寳

石

の

使

用

　

賓

石

は

こ

れ

を

使

用

せ

る

事

甚

だ

少

き

も
、爾

一
部

分

に

ご

』
れ

を

使

用

せ

り
。記

録

に

は

瑠

璃

、礪

　噛

を

用

み

た

る

如

く

記

す

も
、か

く

の

如

き

も

一
の

な

く
、唯

営

内

土

塊

の

内

よ

り

礪

瑠

の

小

玉

を

登

見

せ

る

の

み
。其

他

の

贅

玉

と

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



し

て

李

等

院

に
用

ゐ

ら

れ

た

る

は

琉

璃

な

り
。即

ち

天

蓋

理

路

の

金

物

の

中

央

に
、

破

璃

を

付

着

す
。色

は
青

緑

色

に

し

て
、直

径

一
分

五

厘

乃

至

二

分
、中

央

に
穴

あ

り
、

小

卸

金

に

て

こ
れ

を

留

め

た

り
。

　

十
、鏡

の

使

用
　

天

井

虹

梁

の

下

端

に
蓮

生

様

の

木

の
彫

刻

を

付

し
、其

中

に

圓

鏡

を

箸

入

す
。下

よ

り

こ

れ

を

観

れ

ば
、光

線

を

反

射

し
、頗

る

美

麗

な

わ
毎

　
　
　
　
四
飾

の

適

用

法

即

ち
装

飾

法

　

弐

に

是

等

加

工

法

を

以

て
、如

何

な

る

方

法

に

て

装

飾

せ

る

か

を

述

ぶ

べ

し
。元

来

装

飾

に

は

二

種

の

法

あ

り
。
一
は

格

好

を

美

し

く

す

る

こ

と

に

し

て
、種

々

の

要

件

6
9
鎚
三
9

の

下

に

装

飾

せ

ら

る
。こ

れ

を

閃
。
§

U
・
8
『餌
二
8

と

い

ふ
。二

は

既

に

決

定

建

ら

れ

た

る

表

面

を

美

に

す

る

こ

と
、即

ち

與

へ

ら

れ

た

る

形

の

上

に

飾

を

施

す

も

の

に

し

て
、第

一
よ

り

は

一
層

制

限

せ

ら

る
。こ

れ

を

ω
琴
鼠
8

∪
8
。
厭ρ鉱
9

と

薦

す
。即

ち

第

↓
種

は

立

髄

的

装

飾

に

し

て
、第

二

種

は

平

面

的

装

飾

な

り
。而

し

て

第

一
種

の

装

飾

は
、美

的

建

築

物

の

形

を

整

へ
、設

計

を

駕

す

に

用

ゐ

ら

る
。今

日

通

俗

に

謂

　

　

　

　

李
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
§
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
竜
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〆
弩
滴一

・　

一
=
も
蝿壕
唱
繕
辱
薄潮一

勲

一

・ノ

　

　

　

　

　

李
等
院
の
装
飾
膜
様
に
就
毫
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入

{
ふ

翻

案

の

如

き

は

第

二

種

に

属

す
。平

等

院

の

建

築

が

其

美

妙

不

斑

思

議

の

形

状

を

案

出

せ

る

は
、第

一
の

方

法

に

よ

れ

る

も
、党

内

の

装

飾

は
、圭

と

し

て

第

二

の

方

法

に

よ

れ

る

を

以

て
、此

に

は

主

と

し

て

表

面

装

飾

の

事

を

論

じ

、第

一
に

属

す

る

竜

の

は

他

日

を

期

す

べ

し
。

ひ
,
平

等

院

の

装

飾

は
、営

内

殆

ど

全

面

空

間

な

く

模

様

を

以

て

満

た

さ

れ
、而

も

色

彩

陸

離
、落

成

の

常

時

に

は
、實

に

目

を

眩

す

る

ば

か

り

な

り

し

な

ら

む
。然

れ

ど

も

{
其

装

飾

法

に

於

て
、自

ら

一
定

の

法

則

あ

り
。彼

の

印

度

或

は

支

那

式
、殊

に

明

清

'時

　
代

の

装

飾

の

如

く

さ

は

が

し

き

黙

な

く
、装

飾

適

用

の

法

宜

し

き

を

得

た

る

を

以

塗

、自

ら

.一
種

の

氣

品

風

格

を

生

ぜ

り
。其

法

則

十

二

あ

グ

。,　

,

喫
、

　

即

ち

第

一
の

法

則

は
、建

物

の

内

部

を

構

造

部

o
。
昌。。什..。昏
.
℃
鋤
含

と

非

梼

造

部

乞
。
覧

の
。
葺

歪
。貸
①
評
言

に

分

ち
、構

造

部

に

は

幾

何

學

的

の

模

様

を

用

ひ
、非

構

造

部

の

部

分

に

は

自

在

書

的

の

模

様

装

飾

を

施

し

た

る

事

こ

れ

な

り
。即

ち

柱

、貫
、長

押

、天

井
内

格

縁

等
、構

造

的

の

部

分

に

は

幾

何

學

的

の

線

即

ち

直

線

叉

は

圓

よ

り

な

る

模

様 ノ」　 　四ノ、
遷馨

__」
　

　 　 一。一



'を

用

ひ
、羽

目

叉

は

壁

間

に

於

て

か

の

有

名

な

る

九

品

浄

土
、繹

迦

入

相

成

道

の

禮

相

を

朔

ひ

た

り
。此

方

法

は

希

臆

に

於

て

登

達

慣

用

き

れ

た

る

法

則

に

し

て
、彼

の

℃
き

冨
8
コ
殿

堂

の

如

き

は
、
こ

れ

に

似

た

る

方

法

を

以

て

装

飾

を

施

せ

り
。只

℃
、.9
.
.。
コ

に

於

て

は
、此

二

者

の

匠

別

紛

り

に

厳

正

に

し

て
、從

イ
、
紛

り

に

整

正

に

過

ぎ

た

る

、竜
、平

等

院

の

も

の

は
、幾

何

學

的

模

様

の

中

に

も

適

度

に

自

在

書

的

模

様

を

挿

入

一し
、自

在

書

的

模

様

の

中

に

も

亦

幾

何

的

手

法

を

適

用

し
、其

応

用

の

方

法

に

於

て

一
段
、め

進

歩

せ

る

と

こ

ろ

あ

り
。柱

の

如

き
、所

々

に

水

平

な

る

帯

を

廻

ら

し
、其

間

に

迦

陵

頻

伽

の

唐

草

模

様

中

に

飛

ぶ

と

こ

ろ

を

書

き
、種

の

如

き

は
、直

線

的

模

様

中

に

黙

々

又

は

植

物

模

様

群

を

混

じ

た

る

が

如

き
、其

手

法

驚

く

べ

き

巧

妙

の

城

に

達

せ

る

を

み

る
。殊

に

其

天

蓋

の

如

き
、中

央

に

固

形

の

蓮

を

造

り
、業

縁

邊

に

曲

線

的

植

物

模

様

を

自

在

に

適

用

し
、天

蓋

の

内

部

垂

れ

の

如

き
、大

に

想

を

こ

ら

し

た

る

跡

を

見

る
。

』

第

二

の

法

則

は
、各

構

材

の

重

力

的

関

係

に

慮

じ
、模

様

の

種

類

を

攣

じ

た

る

事

　

　

　

　

　

　

　

　

げ　
　
へ

　

　

　

　

亭
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九



離

　擦
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熱
　糊詞

贈
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よ
腰っ
ノし'

』

ね
R(
1　 　『、

側 ・

」
糞

蕎

　

　

　

　

じ

た

る

こ

と

こ

れ

な

り
。即

ち
(
一
)下

部

の

堂
内
絃
羨

飾

模

様

を

精

密

に

し
、上

部

即

ち

眼

よ

り

遠

　

　

　

　

か

り

た

る

と

こ

ろ

を

粗

に

す

る

事
、例

へ

　

　

　

　

ば

天

井

の
模

様

と

壁

高

及

び
方

立

の
模

　

　

　

　

様

を

比

較

し
、長

押

上

の

模

様

と

長

押

下

　

　

　

　

の
模

様

と

を

比

較

せ

ば

明

瞭

な

る

べ
し
、

一長

押

上

の
部

分

は
、今

日

は

白

壁

な

れ

ど
、こ

れ

は

明

治

十

四

年

の

修

築

の
際

の

も

の

に

し

て
、記

録

に

よ
れ

ば
、明

に

彩

色

の
模

様

あ

る

べ
き

な

り
。さ

れ

ば

今

回

の

修

　 　 　 　 幽　 　 　 一　 滋藤啄富鍵一幽h　 鹸一



築

に
、十

四

年

の

白

壁

を

と

り

さ

り

し

に
、果

し

て

彩

色

の

模

様

あ

ら

は

れ
、羽

目

の

模

様

と

一
致

し
、其

筆

法

極

め

て

粗

な

り
。(二
)下

部

の

模

様

を

卒

面

的

に

し
、上

部

の

模

様

に

立

髄

的

の

も

の

を

混

じ

て
、遠

距

離

よ

り

起

る

印

象

の

不

確

實

を

補

ひ

た

り
。例

へ
ば

長

押

の

上

に

は

五

十

三

佛

を

か

け

て
、壁

書

中

よ

り

浮

き

出

さ

し

め
、下

部

の

壁

講

と

封

照

せ

し

む
。今

日

の

か

け

方

は

決

し

て

嘗

物

の

方

法

に

あ

ら

ざ

る

べ

し
。是

等

の

方

法

は

未

だ

欧

洲

其

他

の

國

に

見

ざ

る

と

こ

ろ

に

し

て
、唯

僅

か

に

閉
村δ
、。
の

装

飾

法

に

こ

れ

を

使

用

せ

る

の

み
。

　

第

四

の

法

則

は
、壁

謁

を

極

め

て

卒

面

的

に

な

し
、以

て

他

の

装

飾

よ

り

調

子

を

低

く

し
、全

部

の

調

和

を

と

れ

る

こ

と
。即

ち

壁

書

の

如

き

は
、爲

成

の

雫

生

に

似

ず
、

筆

づ

き

極

め

て

軟

弱

に

し

て
、色

彩

の

如

き

も

主

と

し

て

欝

§
8
図
鑑
U
。
鼠
舞
韓

=
二。

即

ち

一
色

勝

り

の

調

和

を

使

用

し

た

り
。即

ち

緑

青

及

黄

土

を

以

て

主

色

と

し
、以

1、
本

尊

の

金

色

又

は

柱

、方

立
、長

押

等

の

強

烈

な

る

色

彩

と

反

照

せ

し

め
、以

く

其

構

造

部

を

し

て

充

分

に

其

方

を

登

挿

せ

し

め

た

り
。

　

　

　

　

李
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
§
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
輪



'　

　

幽

中
戸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

　

　

　

　

　
李
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ご
一

　

第

五

の

法

則

は
、色

彩

を

以

て

構

造

部

の

重

力

關

係

を

一
層

明

な

ら

し

め
、安

定

ω
けρ
ぴ
凶ξ

の

姿

を

得

せ

し

め

た

る

事
。例

へ
ば

濃

色

は

重

き

感

を

起

し
、中

に

も

黒

色

は

最

も

濃

色

な

る

を

以

て
、須

彌

壇

の

如

き

に

は

黒

漆

を

用

ひ
、上

部

に

至

て

種

々

の

色

彩

を

使

用

せ

り
。

　

第

六

の

法

則

は
、模

様

の

大

小

を

眼

よ

り

の

距

離

に

慮

じ

て

攣

化

し

た

る

事
。即

ち

眼

に

近

き

も

の

は

大

き

く
、遠

き

も

の

は

少

さ

く

せ

り
。た

と

へ

ば

須

彌

壇

の

螺

』
釦

は

大

に

し

て

天

蓋

の

螺

釦

は

小

な

り
。

　

第

七

の

法

則

は
、眼

よ

り

の

距

離

に

慮

じ

加

工

法

の

精

粗

を

異

に

せ

る

こ

と
。即

ち

眼

に

近

き

も

の

は

精

く
、遠

き

も

の

は

粗

し
。例

へ

ば

須

彌

壇

の

螺

釦

に

は

毛

彫

あ

る

竜
、天

蓋

の

螺

釦

に

は

毛

彫

な

き

が

如

し
.ま

た

扉

入

髪

の

下

部

の

も

の

に

は

毛

彫

あ

る

も
、上

部

の

も

の

に

は

な

く
、文

房

金

物

(下

部

に

取

付

け

た

る

も

の
)に

象

眼

あ

る

が

如

し
。

　

鎌

入

の

法

則

は
、上

部

に

至

る

ほ

ど

繊

細

な

る

手

法

を

用

み

た

る

事
。例

へ

ば
く
や
)

嫌 ハド 　 　ペ[コ 刈;ン一 疎鄭

　



天

蓋

の

彫

刻

と

虹

梁

根

管

彫

刻

と

の

大

小

の

比

較

二
)種

鼻

の

金

物

の

上

下

に

よ

り

て

異

る

事
(三
)磯

間

の

壁

書

と

室

内

の

壁

書

の

大

小

精

粗

の

差

あ

る

が

如

し
。

　

第

九

の

法

則

ば
、重

力

的

関

係

に

よ

り

手

法

の

織

紐

を

匠

別

し

た

る

事
。例

へ
ば

,
地

種

金

物

と

飛

橡

権

金

物

と

の

差

の

如

し
。即

ち

地

種

に

は

丈

夫

な

る

飾

を

つ

け
、

飛

管

橿

に

は

美

し

き

軽

き

飾

を

つ

け

た

り
。

サ

第

十

の

法

則

は
、
○
客

。㊤
=
ぎ
ω冨

を

利

用

し

て
、建

築

構

造

上

の

鉄

砧

を

補

ふ

事
。即

ち

柱

は

外

部

の

形

よ

り

制

限

せ

ら

れ

て
、其

長

さ

は

如

何

と

も

す

る

を

得

ざ

る

を

以

て
、内

部

に

現

は

る

＼

過

長

を

さ

く

る

た

め
、横

線

を

多

く

用

み

て
、其

高

さ
,を

低

く

見

せ

た

り
。

　

第

十

一
の

法

則

は
、無

用

め

部

分

の

装

飾

を

省

き

た

る

こ

と
。例

へ
ば

天

井

の

格

縁

は

下

面

の

み

装

飾

を

施

し
、其

側

面

は

装

飾

を

施

さ

ず
。足

利

徳

川

の

時

代

に

は

す

べ

て

の

部

分

に

装

飾

を

施

せ

り
。
　

　

　

　

　

　

r
　

　

　

　

'
　

、

,
、.、;
,一

　

第

十

二

の

法

則

は
、構

造

部

の

輪

廓

に

慮

じ

て
、適

宜

に

切
窓
8

題
ぎ
σq
を

行

ひ

た

る

　

　

　

　

季
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
毒
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
蕊



　

　

　

　

　

李
等
院
の
.装
飾
幌
糠
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

{
事
。即

ち

構

造

部

の

面

の

上

に
、圓

き

も

の

に

は

圓

き

模

様

、細

き

も

の

に

は

長

き

模

様

を

入

れ

た

る

事

こ

れ

な

り
。例

へ
ば

支

輪

間

の

模

様
、天

蓋
、小

天

井

格

間

の

模

様

の

如

し
。

　

以

上

十

二

種

の

法

則

は
、世

界

の

歴

史

上

に

現

は

れ

た

る

古

来

の

標

準

的

建

築

物

に

於

て

も
、具

す

べ

て

を

完

備

せ

る

こ

と
、殆

ど

典

例

を

み

ず
。唯

濁

り

亭

等

院

風

凪

堂

に

於

て

こ

れ

を

み

る

の

み
。唯

惜

む

べ

き

は

保

存

の

方

法

宜

し

き

を

得

ず
、其

一
装

飾

の

大

部

分

を

失

ひ

た

る

と
、規

模

の

小

な

る

事

と

な

り
。若

し

創

立

當

時

の

面

影

今

に
存

せ

城
或

は
吾

人

の
知

り

得

ざ

る
法

則

の
慮
用

せ
ら

れ

居

り

し

な

ら

む

や

も

は

か

る

べ

か

ら

ず
。

　

然

ら

ば

此

完

全

無

訣

な

る

装

飾

∪
§

雲

凶8

を

構

成

す

る

飾

○
§

ヨ
塞
け
は

如

何
。既

・
飾

の

種

類

の

少

き

こ

と

は

驚

く

べ

き

ほ

ど

に

し

て
、唯

に

平

等

院

の

み

な

ら

ず
、藤

・
原

期

に

属

す

る

建

築

物

の

執

れ

に

も

共

通

の

現

象

な

り

。今

平

等

院

内

部

の

飾

の

種

類

を

塞

ぐ

れ

ば
、最

も

多

く

使

は

れ

た

る

は
二

)賢

相

花

な

り
。次

に
(二
)纒
枝

、(三
)寳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導
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曽

難
選
礁

諜

、虜

に
ザ
蕪

轟
　

嫡
耀
鰭

難

聴

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

爲

生
的

に
し

て
、模

様

的

と

は
窮

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

生

的

の

も

の

よ
り

強

く
模

様

化

講
露
礁
　雛

　

李

等
院

の
装

飾
模

様

に
就

き
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二
五

{



　

　

　

　

　

　
　
　

の
　
　
　
　

に
　
き
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
あハ

以

て

非

構

造

部

に

使

用

せ

り
。文

飾

の

種

類

は

他

の

方

面

よ

り
分

類

す

る

を

得

る

な

り
.即

ち
三

記

號

的

・。図ヨ
ぴ。団。、三

)文

字

く

づ

し

言
§

葺

、三

)美
的

婁

毎

の

三

種

に

　

匿

捌

す
。記

號

的

の

も

の

と

は

迦

陵

頻

伽

の

如

き

を

い

ひ
、寳

相

花

の

如

き

は

唯

美

.
し

く

見

ゆ

る

の

み

に

て
、意

味

な

き

も

の

な

れ

ば
、
こ

れ

を

美

的

と

い

ふ

な

り
交

文

字

く

づ

し

は

文

字

を

。。
白
露
・
.

せ

る

飾

に

し

て
、藤

原

期

に

出

来

た

る

葦

手

檜

の

如

き

も

の

は

之

な

る

も
、平

等

院

に

は

こ

れ

を

用

ひ

た

る

と

こ

ろ

な

し
・

∵

等
院
鞭

鋤

鍬
列
方
法
は
こ
れ
を
六
種
に
騎

す
る
毒

,

.
、.

〉
一層
。
<
。
.
勺
9
け什①
.
一、
嵩
凶叶ぴ
。
.詳
閃
①
℃
Φ
9
戸
(例

、柱

の

模

様

、虹

梁

の

模

様

、天

蓋

垂

れ

の

模

様

)

・
の
.

初
段
コ
.弓

鋤
洋
Φ
『
昌
尋

ず
知
Φ
℃
①
p
け・(例

、極

、貫

、長

押

、扉

の

押

縁

)

ω
.

U
一㊤
℃
①
.
勺
9
舞
Φ
・
一、
三

ひ

"
¢
℃
Φ
p
轡・
(例

、天

井

、及

び

天

蓋

、天

井

の

格

間

)

一
や

ω
養

一昌
。
θ同
一。
ρ
弓

9
簿
Φ
.
コ

(例

、桝

の

模

様

、虹

梁

の

模

様

)

煩

.

守

山
剛敵、
一
。。
図
曇
日
2
.
凶。9
一
℃
ρ
ひ什①
.
p

(例

、天

蓋

中

央

の

模

様

、及

び

長

押

・釘

偲

の

模

様

)

、、
⊥

　 　 .訟▲　 臨一β一廉 　　　譜距一



　
{

α●

切
9
巳

雰
§

旨

三
ま

`
け
零

℃
窪

.(天

蓋

小

天

井

の

支

輪

の

螺

釦

)

以

上

五

種

の

配

列

方

法

に

撃

、笙

の

壕

は
、非

常

に

纒

枝

莚

長

し
、真

中

に
迦

陵

頻

迦

菱

へ
・よ

く

Z
…

萎

・葺
あ

法

則

に

よ

芝

均

等

に
蓋

を

填

充

し
市

も

同

じ
糠

を

繰

り

返

す

こ
と

な

箕

巧

妙

な

る

事

驚

に

絶

え

た

り
.

第

二

は

繰

返

あ

る
帯

模

様

に

し

て
、其

手

法

雰

ち

て

三

冬

.
篠

寳

相

葉
,群

と
.直

線

と

圓

黙

よ

り

な

る

も

の

に
芝

、二

は

菱

形

の

骨

罎

げ
.一.8
.
ピ
一..
の

上

に

配

列

せ

ら

れ

た

る

模

様

群

・
…

・
コ
・
。
…

℃

よ

り

な

る

も

の

な

り
.此

方

法

は

極

め

て

多

く

使

用

せ

ら

れ

た

り
.三

は

軍

に

直

線

に

配

列

せ

ら

れ

た

る

同

童

形

(¢
.
一得)
の

繰

返

に

し

て
・柱

の

巻

模

様

(〉
…

芭

に

用

ゐ

ら

れ

た

る

圓

黙

つ

な

ぎ

及

び
菱

形

つ

な

ぎ

の

如

ミ

れ

な

り
.爾

ほ

是

等

の

外

に
、直

線

も

圓

黙

も

な

き

単

な

る
寳

相

花

群

が
・距

讐

隔

で

等

距

に

配

置

せ

ら

れ

た

る

糠

、た

と

へ
ば

壁

嚢

び
扉

の

押

縁

の

如

き

あ

れ

ど

も
、こ

れ

恐

々

は

後

期

の

も

の

な

ら

む
。蓋

明

は

後

段

に

論

ず

る

と

こ

ろ

あ

る

べ

し
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
七

　

　

　

　

準
等
院
の
装
飾
模
様

に
就
き
て

.

亀
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挙

等

隣
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ご
飛

　

第
,三

の

模

様

は
、正

方

形

の

上

に

模

様

あ

り

て
、此

模

様

が

一

の

繰

返

よ

り

他

の

繰

返

に

跨

が

れ

る

も

の

な

り
。

　

爾

ほ

第

二

の

帯

模

様

に

於

て

も
、相

接

し

て

並

ぶ

時

は
、両

側

の

模

様

を

互

に

關

係

あ

る

も

の

と

せ

り
。即

ち

須

彌

壇

階

段

の

螺

釦

模

様

の

如

し
。　

　

　
　

　

　
　

　

.

　

第

四

の

。。
k
舞

巨
昏
巴

の

模

様

は

紛

り

多

く

使

は

ず
。元

來

我

國

に

於

て

は

此

種

の

模

様

を

好

ま

ず
。唯

僅

に

外

形

の

。っ
k
昌・昌一臼
.琶

の

場

合

に

於

て
、止

む

を

得

ず

こ

れ

を

使

用

す

る

の

み
。か

く

の

如

き

場

合

に

於

て

も
、務

め

て

こ

れ

を

避

く

る

の

傾

向

あ

り
。孕

」
等

院

の

装

飾

に

於

て

も
、僅

に

桝

の

飾
、虹

梁

の

飾

に

於

て

こ

れ

を

用

ゆ

る

の

み
。大

陸

の

美

衛

直

篇

時

代

に

は

多

ぐ

こ

れ

を

用

み

た

れ

ど

も
、此

期

以

後

に

於

て

は

大

に

こ

れ

を

排

斥

し

た

る

風

を

見

る
。

""P小`ゴ
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第

五

寄

α
凶巴
ω
葦

壽

ξ

は

㌘

鼻
房
に

よ
り

て
初
巻

馨

㎡、

.図
を

計

る

も

の

な

り
。釘

隠

或

は

小

天

井

模

様

に

於

て

こ

れ

を

見

る
。而

も

柱

の

模

様

中

起

あ

る

倒

影

内

に

は

こ

れ

を

避

け

て

。。
二§

。・馨

の
憂

色

も。
図
書

糞
蔓

に

な

せ

る

も

の

を

み

る
。

　

第

六

の

繰

返

な

き

帯

模

様

は
、
一
般

に

好

ん

で

こ

れ

を

使

用

し

た

れ

ど

も
、建

築

装

飾

と

し

て

は

自

在

書

的

に

使

用

さ

れ

た

る

も

の

、・
み

に

し

て
、其

使

用

極

め

て

少

し

、即

ち

小

天

井

の

支

輪

及

び

支

輪

蓋

の

模

様

に

於

て

こ

れ

を

見

る

の

み
。

整

以

上

述

べ

た

る

外

、模

様

の

拳

闘

よ

り

い

へ

ば
、市

松

つ

な

ぎ

(Ω
§

器
量
σQ
)、筋

つ

な

響

(ω
鼠
讐

σq
)、羽

目

つ

な

ぎ

(勺
9
コ
①
臣
5内
)、
散

し

模

様

(9

。
三
コ頓
)
等

の

模

様

あ

る

も

、平

等

院

　

　

　

　

亭
奪

院
の
装
飾
模
様

に
就
き

イ、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
九



、
灘

讐

噛

啄　
㌧雪
裏

鞭曇
襟
噸鷹

縄
趨
潔轟
嬉

　

　

　

　

　

李
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

に

て

は

登

見

す

る

を

得

ず
。
こ

れ

は

昔

は

あ

り

し

も

今

に

傳

は

ち

ざ

る

に

や
。他

の

藤

原

時

代

の

姥

物

中

尊

寺

の

如

き

に

は

此

四

種

の

模

様

あ

り
。

　
　
　
　

六
飾

に

使

用

ぜ

ら

れ

れ

ろ

線

條

　

線

條

に

は
、見

ゆ

る

線

と

見

え

ざ

る
線

と

の

二

種

あ

り
。見

ゆ

る
線

と

は
、飾

を

構

造

す

る
線

に

し

て
、見

え

ざ

る
線

と

は

骨

線

こ

れ

な

り
。藤

原

期

は

世

の

中

卒

安

無

事

に

し

て

人

々
安

秩

を

貴

び

た

る

時

代

な

れ

ば
、其

時

代

の

線

條

は
勢

至

静

軟

弱

{
た

る

べ
き

な

り
。而

し

て

此

種

の
線

條

は
、其

位

置

と

し

て

は

水

亭

線
、其

性

質

と

し

～　
て

は
薗

滑

な

る
渦

線
、直

線

及

び
曲

率

大

小

の

攣

化

急

激

な

ら

ざ

る

線

條

た

る

べ

く
、其

分

量

と

し

て

は

細

線

た

る

べ
き

な

り
。

　

而

し

て

平

等

院

装

飾

の

線

條

は

こ
れ

等

の

線

を

以

て

構

成

せ
ら

れ
、桂

の

模
様

。

人

物

の
経

衣

の
線

等
、其

曲

率

極

め

て

少

く
、大

小

の

攣

化

な

く
、且

其

線

を

つ

と

め

て

細

く

な

せ

る

は
、著

し

き

事

實

な

り
。彼

の

天

李

朝
、新

藥

師

寺

十

二

神

將

の

着

物

の
模

様

中

に

あ

る
線

條

と

比

較

し

て
、其

強
弱

一
目

瞭

然

た

り
。而

し

て

李

等

院

の

　　幽



、、

・

メ

ー
ノ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

線

條

は
、其

曲

線

の

包
。×冒
、
多

く
、且

其

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ノぎ
O象
・『

の
黙

に
於

て
何
等

の
附

属

物

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

5を
附

加

せ
ず
、て
れ
線

條

を
軟

弱

な

ら

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
し

む

る
所

以

な

り
、天

牛
期

の
線

條
、希

　
　
　
　
　
　

蒙

挙

ノ肇

象

臓
羅

馬

の
も
の
は
執

れ
も
此
附
加
物

.
、
ノ

,

・

b
　

　

若

盛

に
構

造
線

は
多

直
線

を

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
使

用

す
.即

ち

次

圖

の

ご

と

し
.又
軽

ん
、

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

で
水

平
線

を
使

用

し
、種

の
模

様

の

如

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
き
、叉
壁

書

の

一
般

の
構

造

線

の
胃如

き

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

は

此
水

平

線

よ
り

な

る
。元

来
柱

は

一

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
般

の
例

を

み
れ

ば
直

立
線
コ
、9
頒
を
使

・
、
蓑

撃

護

馨

褻

衣

　

　

用

す

る

か
或

は
全

,、
線
條

を
加

へ
ず
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

其

輪

廓

を

以

て

適

立

線

に

替

ゆ

る

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
一」

　

　

挙
筆
院
の
装
飾
漢
檬
に
就
キ
、
て

一

難
　

馬



、」

　

　

　

　

挙
等
悦
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の
な

る

に
、藤

原

期

に

於

て

は

こ
れ

に

も

水

竿

的

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の
意

味

を

附

加

す

る

た

め
輪

模

様

を

用

み

た

わ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七

,装

飾

の

彩

色

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

装

飾

の

色

彩

は
、鴇

生

的

に

使

用

さ

れ

た

る

者

　い
は

枚

塞
・
に

逞

あ

ら

ざ

る

も
、其

主

な

る

色

は

緑

と

黄

と

な

り
、又

模

標

的

に

使

用

さ

れ

た

る

者

は

白

、緑
、茶
、黒
、榿

、朱
、黄
、青

、金
、赤

な

り
。而

し

て

色

彩

は

通

常

蒔

を

経

る

に

{
從

ひ

禮

色

す

る

も
、平

等

院

の

本

尊

の

胎

内

よ

り

登

見

せ

る

胎

内

曼

陀

羅

は
竹

光

　
に

濁

れ

ず

塵

に

被

は

れ

ざ

り

し

を

以

て
、非

常

に

美

し

き

色

に

て

今

日

に

獲

れ

り

.

一
合

こ

れ

等

の

檜

具

と

今

日

使

用

す

る

日

本

総

員

と

を

比

較

せ

ば
、白

一

胡

粉
、緑

-一

緑

青

、白

線
、黒

…

墨
、榿

-一

丹
、朱

ー
-
朱

、黄

一

雌

黄
、黄

土
、金

一

金

箔

に

相

當

す
。輸

し

て

青

色

は

軍

純

な

る

日

本

檜

具

に

見

え

ざ

る

一
種

の

色

彩

に

し

て
、
勾

刈

ク

ト

ル

帯

中

七

五

〇

號

に

關

す

る

も

の

な

り
。叉

緑

に

も

一
種

緑

青

な

ら

ざ

る

黄

色

を

多

く

一含

め

る

色

を

使

用

せ

り
。

青
線

!
ノ

、澱
繊

　

　

　

、

　

　

、

y
縦

　

　

/

＼

P
I

、

　

　

　

　

　

、
、
,
/
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茶

色

は

其

檜

具

詳

な

ら

ず
。又
、紫

は

赤

と

青

と

の

混

合

な

る

べ

し
。是

等

色

彩

學

的

研

究

は

目

下

研

究

中

に

属

す
。

　

次

に

配

色

の

方

法

を

み

る

に
、寓

生

的

の

者

に

は
、多

く

一
色

勝

り

の

調

和
、即

ち

U
§

冨

旨
ぼ
9
§
。
越

を

用

ひ

て
、色

を

弱

く

見

せ
、模

様

的

の

も

の

に
は
、
6
。
葺

婁

欝

§
9
)、

を

用

ひ
、赤

、緑

と

攣

り

し

色

を

用

ひ
、色

を

強

く

見

せ

た

り
。其

彩

色

の

方

法

は

悉

く

繧

緬

な

り
。練

網

に

く

＼

り

あ

る

も

の

と

な

き

も

の

と

あ

り
。白

地

に

書

け

る

は

朱

を

以

て

く

＼

り
、色

地

に

書

け

る

は

自

を

以

て

く

＼

れ

り
。

　

季

等

院

の
、装

飾

に

於

て

最

も

注

意

す

べ

き

は
、緑

色

及

び

青

色

を

多

く

使

用

せ

る

こ

と

な

り
。青

色

及

び

緑

色

は

赤

色

と

反

封

の

色

に

し

て
、赤

色

は

活

動

の

意

味

を

あ

ら

は

し
価青

緑

は

安

侠

の

意

味

を

有

す
。平

等

院

の

装

飾

、は

こ

れ

を

遠

く

よ

り

見

・れ

ば
周殆

ど

青

と

緑

の

外

何

等

の

色

な

き

が

如

く

見

ゆ
。
こ

れ

よ

く

當

時

の

,祉

會

の

風

俗

精

神

と

』

致

す

る

も

の

と

い

ふ

べ

き

な

り
。叉

金

色

は

朱

及

び

白

色

の

如

'く
賦模

様

の

く

＼

り

に

使

用

し
、重

要

な

る

部

分

に

こ

れ

を

施

せ

り
。例

へ

ば

天

蓋

の

　

・
　
　
　
　
苧
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,
　
　

三
い二



　

・　
　
　
　
李
等
院
の
髪
筋
模
様
に
魅
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
鴎

装

飾

及

本

尊

等

の

如

し
。

　

　

　

　

入
、装

飾

の

歴

史

的

研

究

　

次

に

装

飾

の

年

代

に

就

き

て

=
冒

す

べ
き

こ

と

あ

り
。そ

は

古

社

寺

保
存

法
案

に

よ

る

明

治

三

十

六

年

よ

り

四

十

年

に

亘

る

大

修

理

に

於

て
、三

十

入

年

三

月

偶

然

に

も
、外

陣

の

柱

の

方

立

の

小

穴

底

に
、
一
の

記

録

を

登

見

せ

る

こ

と

こ
れ

な

り
.

。
此

記

録

に
曰

く

　

文

暦

元
年

霜

月

二

十

五

日

爲

玉

櫛

御

座

預

所

壼

岐

守

以

源

朝

臣

行

兼

之

沙

汰

　

被

直

御

御

堂

同

二

年

三

月

十

五

日

直

披

直

柱

出

入

雑

学

沙

門

定

心

大

工

伊

勢

　

大

夫

物

部

爲

國

　

文

暦

と

構

す

れ

ば
、貞

永

式

目
、定

家

の

新

勅

撰

和

歌

集

の

後

の

時

代

に

し

て
、純

然

た

る

鎌

倉

時

代

な

り
。而

も

永

承

入

年

を

去

る

こ

と
、實

に

百

人

十

年

を

経

過

せ

り
。熟
、李

等

院

の

建

築

の
構

造

を

精

査

す

る

に
、柱

種

等

に
柄

を

作

ら

ず

し

て
、軍

に

幽
釘

を

以

て
打

ち

付

け
、梁

の

接

合

鮎

の

切

り

鋏

き

の

如

き

は
、極

め

て

乱

暴

粗

雑

な
　　　　　　　　　　　響

」
麟



る
手

法

を

施

し
、屋

蓋

低

く

し

て
、転

出

は
柱

間

よ

り

廣

く
、
バ
ネ
木

を

用

ひ
ず

引

を

金

を

使

用

せ

ず
、極

め

て

堅

固

な

ら

ざ

る
構

造

な

る

を

以

て
、創

立

後

百

入

十

年

を

経

過

し

た

る

文

暦

元

年

に

於

て

は
、其

大

破

の

状

察

す

る

に
難

か

ら

ず
。記

録

記

す

所

の

如

き

柱

の

出

入

を

直

す

と

云

ふ

は
、必

寛

之

等

大

破

の

状

態

に
あ

り

し

此

堂

に
、根

本

的

の

修

理

を

施

し

た

る

を

記

せ

る

も

の

に

外

な

ら

ず
。明

治

三

十

入

年

の

大

修

理

も

未

だ

柱

の

出

入

を

直

す

如

き

程

度

の

大

修

理

に

あ

ら

ざ

り

し

を

見

て

も
、文

暦

の

修

理

が

如

何

に

大

々
的

の

規

模

を

以

て

寒

行

せ

ら

れ

た

り

し

や

は
、説

明

す

る

ま

で

も

な

か

る

べ

し
。

　

人

或

は

其

大

修

理

が

文

暦

元

年

に

切

り

二

年

に

終

り

た

る

を

以

て
、触

り

に
短

日

月

な

り

し

が

故

に
、大

修

繕

な

ら

ざ

り

し

と

い

ふ

も

の

あ

ら

ん
。然

れ

ど

も

此

記

録

は

修

理

の

工

を

初

め

た

る

は

文

暦

元

年

に

し

て
、柱

の

出

入

を
直

し

た

る

が

二

・
年

な

り

し

を

示

す

に
止

り
、其

修

理

工

程

が

以

後

何

年

を

経

過

せ

る

や

は
、此

記

録

に

由

て

は

知

る

こ

と

能

は

ざ

る
な

り
。即

ち

此

記

録

が

吾

人

に

数

ゆ

る

は
、修

理

工

　

　

　

　

　
李
等
院
の
装
飾
模
様
に
就
看
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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墨差
き
義

}
噂
拳
・一

義

一

　
　
　
　
　
　
　
　辛　
戦磁
慧

・

　

　

　

　

　

,瀧T

等

院

・の
　
跳
隅
錨
即
撲

槽慷
　
に
ザ
就

亙
で
イ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一二
ム
八

事

が

決
し

て

手

軽

な

る

も

の

に

非

ざ

り

し

こ

と

之

れ

な

り
。若

し

文

暦

の

修

理

工

㌦
程

が
、上

述

の

如

く

根

本

的

の

も

の

な

り

し

と

す

れ

ば
、柱

の

出

入

を

直

し
、種

の

配

一
置

を

攣

ゆ

る

こ

と

に

出

て
、外

陣

天

井

種

問

の

壁

書

は

當

然

其

種

を

接

す

る

部

に

.
於

て
、剥

離

の

痕

跡

或

は

補

足

の

徴

を

呈

し

居

ら

ざ

る

ぺ

か

ら

ず
。而

し

て

之

等

壁

　
書

を

精

密

に
調

査

し

た

る

も
、
一
も

ナ
、
等

の
僅

少

な

る

痕

跡

だ

も

見

出

し
能

は

ざ

一
ゆ

し

な

り
。然

ら

ば

文

暦

の

大

修

繕

の

際

は
、桂

の

出

入

を

直

し

な

が

ら
、爾

此

壁

書

　
を

完

全

に

保

存

レ

得

る

如

き

巧

妙

な

る

修

理

法

を

施

し

た

る

か
、之

れ

決

し

て

吾

r

の
智
識

の
範
園

内

に
於

薩

馨

し
能

は

ざ
る
の
事
案

軋
即
ち

此
記

録
を

一一
信

ず

れ

ば
、此

壁

書

は

文

暦

以

後

の

も

の

と

考

へ
ざ

る

べ
か

ら

ず
。

一　
・然
.る

に
偶

然

の
機

會

よ

り

し

て
、此

記

録

を

登

見

し

た

る
後

四

ケ
月

を

経

て
、現

　
在

の

壁

書

の

下

層

よ

り
、
一
の

他

の

壁

書

の

完

全

な

る

も

の

を

登

見

せ

り
。而

し

て

　
此

新

し

き

壁

書

の

手

法

は
、極

め

て
大

膳

な

る

且

優

美

な

る

も

の

に

し

て
、其

飾

り

一
の

形

状

及

其

配

列

の

方

法

は
、よ

く

風

凪

堂

の

方

立

の
模

様
、天

蓋

の

唐

草
、側

柱

の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨

ン
　

噺r醐鵬 輝縄跳噺

軸　
一一



模

様

と

一
致

せ

り
。

　

此

新

し

き

壁

嵩

こ

そ

藤

原

當

初

の

も

の

と

云

ふ

を

得

べ
く
、即

ち

柱

の

記

録

の

記

せ

る

所

と

も

亦

よ

く

一
致

せ

り
。

　

源

平

時

代

の

修

理

を

経

た

る
奈

良

東

大

寺

三

月

堂

の

仁

王

の

腕

下

の
模

様

に

は

其

下

層

よ

り

爾

一
の
新

し

き

模

様

を

見

出

し

た

る

こ

と

あ

り
。京

都

太

秦

の

廣

隆

寺

の
佛

像

の

顔

面

に

も
、此

の

如

き

例

あ

り

し

を

以

て

見

て

も
、鎌

倉

時

代

に

於

て

は

在

来

の
模

様

の
上

に
、共

営

時

の
模

様

を

以

て
被

ひ

隠

す

如

き

大

膳

な

る

手

法

の
慣

用

せ

ら

れ

た

る

こ

と

は

考

へ
得

べ
き

こ
と

な

り
。

　

而

し

て

鎌

倉

期

は

建

築

の

構

造

衝

天

に
進

歩

し

た

る

時

代

に

し

て
、李

等

院

鳳

風

堂

は

文

暦

の

修

理

を

経

た

る
後

は
、大

に

堅

牢

の

度

を

増

し

た

る

を

以

て
、其

以

後

再

び

此

等

の

壁

書

を

損

す

る

事

は

な

か

り

し

と

想

像

し

得

べ

し
。即

ち

換

言

す

れ

ば
、現

在

の

壁

議

は

鎌

倉

期

の

も

の

に

し

て
、之

れ

を

以

て

藤

原

期

の

も

の

と

な
、

せ

し
は

明

に

一
の

誤

謬

な

り

し

な

り
。

　

　

　

　

卒
尊
院
の
装
飾
模
様
に
就
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奄



一
　

　

　

　

苧
等
院
の
装
飾

模
様

に
就
き

て
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
八

一

然

る

に

此

壁
謁

あ

る
部

の
種

下

端

に
笠

木

毎

に
模

様

の
書

き

あ

る
を

見

ゑ

一而

し

て

其

模

様

は

現

在

の
壁

譜

と

其

模

様

配

列

の

中

心

線

一
致

し

居

り
、新

姿

見

{
の
壁

書

の

模

様

と

は

一
致

し

居

ら

ず
。

　

藤

原

當

初

壁

謁

を

高

き

た

る
際
、若

し

種

の
模

様

を

も
高

き

た

る

も

の

と

す

れ

。ば
、故

意

に

か

く

中

心

線

を

攣

へ
た

る

も

の

な

る

や
、之

れ

決

し

て

信

ぜ

ら

れ

得

ぺ

輔き

こ
と

に

あ

ら

ず
。而

し

て
却

て

現

在

の

壁

書

の
模

様

と

其

中

心

線

が

一
致

せ

る

}所

を

見

れ

ば
、此

種

の
模

様

も

當

然

文

暦

以

後

の

も

の

と

考

へ
ざ

る

ぺ

か

ら

ず
。而

　し
て
此
推
澤

元
毒

に
あ
り
し
馨

を
剥
し

く
其

上
に
馨

茎

画
き
直

し
た

一る

も

の

に

あ

ら

ず

し

て
、模

様

な

か

り

し

種

の

下

端

に
、新

に

文

暦

の

際

模

様

を

添

加

し

た

り

と

考

ふ

る

を

自

然

な

り

と

す
。元

來

堂

宇

の

大

規

摸

の

装

飾

は
、創

立

の

際

悉

く

之

を

完

成

す

る

も

の

に

あ

ら

ず
、漸

を

追

て
完

成

す

る

は
、敢

て

珍

ぢ

し

き

阿

に

も

あ

ら

ざ

る

な

り
。

}

既

に
種

の
模

様

及

び

其

間

の

壁

書

模

様

を

以

て

鎌

倉

期

の

も

の

な

り

と

す

れ

,」　　
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ば
、此

他

に

も
、此

種

の

模

様

は
存

在

せ

る

や

も

知

る

べ

か

ら

ず
。

　

か

く

考

へ
乗

り

て

比

較

研

究

を

な

し

た

る
結

果
、次

の

如

き

考

定

に

達

せ
び
。

(
一
)藤

原

當

時

の
模

様

と

信

じ

得

べ
き

も

の

は
、柱
、方

立
、羽

目
、科

供
、虹

梁
、飛

貫
.天

蓋

と

須

彌

壇

の

模

様

全

部
、支

輪

蓋

及

び
格

天

井

板

の

模

様

の

み
。

　
(二
)天

井

格

縁

の

模

様
、長

押

の

模

様

及

び
支

輪

の

模

様

は

鎌

倉

期

以

後

に

添

加

補

足

し

た

る

疑

あ

り
。

　
(三
)営

内

外

陣

天

井

裏

の

模

様

及

び
、其

種

下

端

の

模

様

は

鎌

倉

期

の

も

の

な

り
。

　

即

ち

風

凪

営

内

に

は

藤

原

期

の

模

様

乏

鎌

倉

期

の

模

様

並

び
存

す

る

こ
と

＼

な

れ

ば

他

の

時

代

の

も

の

も

亦

存

す

る

や

も

知

れ

ず
、然

る

に

偶

然

に

も

來

迎
牲

左

右

の

無

目

の
側

面

に
於

て
、亀

甲

形

の
帯

模

様

を

登

見

せ
り
。

　

元

来

亀

甲

形

の

帯

模

様

は
、藤

原

期

に

は

他

に

存

せ

る

例

を

見

ず
。且

つ
此

種

の

模

様

は
、模

様

進

化

の

原

理

よ

り

云

へ
ば
、遙

に

藤

原

時

代

よ

り

高

度

の

賛

展

を

遂

げ

た

る

時

代

に

属

す

る

も

の

に

し

て
、到

底

藤

原

期

の

も

の

と

考

へ
得

ぺ

か

ら

ず
。

　

　

　

　

李
馨
漉
の
装
飾
模
様
に
就
喜
て
　
,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葺
九

奏

覧



　

　

　

窟
薦
垂轟
箋
話議

弩
・鶏
一

渕羅

　
　
　～

一
　
尋
藏
の
霞

臓

選

ボ

月
修
馨

を
初
め
云
㌔
即
戸
壷

一
面

者

檜

所

左

近

先

々
之

檜

窮

改

云

々
と

見

え

た

り
、此

寛

文

の
時

期

は

將

軍

家

綱

一
の
時

代

に

し

て
、即

ち

盛

に

日

光

廟

の

装

飾

を

な

し

つ

＼
あ
,り

し

時

代

な

り
、而

し

一
て

日

光

廟

に

は
、此

程

の

亀

甲

形

の
模

様

極

め

て
多

く

使

用

せ
ら

れ

居

る

を

以

て
、

一此

模

様

は

給

所

左

近

が

唐

戸

之

檜

を

爲

改

め
た

る

際

に
、共

営

時

の
模

様

を

附

加

一補

足

せ

る

も

の

と

推

定

す

る

も
、敢

て

不

合

理

の

こ

と

に

も

あ

ら

ざ

る

べ
し
。

瓢
織

縞
饗

誰
誰

難
論
麟簾

鮒

に雛

　

亮

し

得

る

や

も

知

る

べ

か

ら

ず
。

　

　

　
　

九
結

論

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・

　

以

上

は

平
等

院

の
現

今
残

留
目

賭

し
得

べ
き

装

飾

の
大

略

の
説

明

な

り
。要

す

畜

に
、風

凪

堂

は
今

を
躍

る

こ
と
七

百

六

+

七

年

前

の
建
築

物

に
し

て
、比

較
的

完

全

に
今

日

に
保

存

せ
ら

れ
、よ

く
其

當

時

の
風

物

を

忍

ぶ

の

便
わ

と

も
な

り
、且

つ
灘

__」
　 粋協幽趣ル諸一　　　一雌　一崩一



●

は

其

れ

と

相

前

後

し
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に

比

し

糞

形

状

の

優

美

な

る
其

注

意

の

行

き

届

き

た

る

貼

に

於

て
、決

し

て

.遜

色

な

き

も

の

と

云

ふ

を

得

べ

き

な

り
。

唯

憎

む

ペ
ミ

は
・當

時
構

造

上

の
智

識

多

義

達

せ
ず
、其

材

料

の
木

材

な

り

し
を
以

義

月

の
久

し
き
腐

朽

に
腐

朽

を

重

ね
、数

度

の

修

理

の
止

む

を

得

ざ

る

に
至

ら

し

め
爲

め

に
創

立

當
時

の
荘

嚴

を

會

に
傳

へ
能

は

ざ
り

し
は
惜

む

に

蘇

り

あ

り
・然

義

倉

他

の
嚢

物

に
比

し
、其

設
計

の
優
蒙

る
鮎

に
於

て
、遙

に

頑

地

表

き
居

れ

る
は
、如

何

に
其
當

初

の
設

計

者

が
多

大

の
考
慮

を
費

し

た

る

を

讃

し

居

れ

り

と

云

ふ

べ

し
。

兎

に
角

此

軟

弱

の
木

造

建

築

、幸

に
風

雨

に
堪

へ
、其

繊

細

な

る

注

意

深

き

装

飾

が
・不

注

意

な

る
美

術

を

無

理

姦

多

の

世

代

を

経

過

し

つ

＼
、か

く

も

完
/全

に

近

く

保

存

せ

ら

れ

た

る

は
、吾

人

研

究

者

に

敢

て

は

非

常

な

る

幸

頑

と

云

は

ざ
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此

建
築

物

は
藤

原
式
め

純

粋

な

る
壁

書

を
有

せ
る
鮎

と
、其

装
飾

に
於

て
少
く

　

一
と

も

三

時

代

の

も

の

を

並

存

す

る

黙

と

爾

加

之

未

だ

研

究

し

鑑

さ

れ

ざ

る

無

限

}
の
趣

味

あ

る

問

題

を

吾

人

に
與

ふ

る
鮎

と

に

於

て

大

に

我

国

の

驕

り

と

な

す

べ

一
く
・我

国

の

光

輝

と

し

て

廣

く

世

界

に
登

挿

す

る

大

傑

作

と

し

て
、我

国

民

は

永

久

嚢

保
存

の
霧

を
写

る
も
の
と
云
ふ
べ
き
な
丸
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